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目
口
交

、
中
断
の
ま
ま

元
島
民
加
入
平

8
9
歳

「
ふ
る
さ
と
を
駆
け
回
り
た
い
」
　
「
先
祖
の

墓
参
り
を
し
た
い
」
－
。
北
海
道
・
・
根
室
半

島
沖
に
あ
る
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
、

歯
舞
群
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
た
ち
の
切
実

な
願
い
だ
。
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
が
四
島
を

占
領
し
て
8
0
年
。
日
本
政
府
は
「
固
有
の
領

土
」
と
し
て
返
還
を
求
め
続
け
て
い
る
も
の

の
、
交
渉
は
中
断
し
、
解
決
の
兆
し
は
見
え

な
い
。
（
肩
書
は
当
時
）

目
口
問
の
国
境
は
江
戸
時
代
後

期
の
1
8
5
5
年
の
目
口
通
好
条

約
で
択
捉
島
の
北
に
引
か
れ
、
そ

れ
以
降
四
島
は
日
本
の
領
土
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
l
針
4
5

年
8
月
1
8
日
、
ソ
連
は
千
島
列
島

へ
の
攻
撃
を
始
め
、
9
月
ま
で
に

四
島
を
占
領
。
日
本
は
返
還
を
求

め
、
領
土
問
題
の
解
決
を
含
む
平

和
条
約
締
結
に
向
け
交
渉
を
続
け

て
き
た
。

日
本
に
と
っ
て
好
機
と
な
っ
た

の
は
9
1
年
の
ソ
連
崩
壊
時
。
領
土

問
題
へ
の
姿
勢
が
軟
化
し
、
エ
リ

ツ
ィ
ン
大
統
領
が
訪
日
し
た
9
3
年

の
塞
重
量
口
で
は
北
方
四
島
の
帰

属
問
題
が
初
め
て
公
式
に
記
さ
れ

た
。
2
0
0
1
年
の
目
口
首
脳
会

談
で
は
重
畳
旦
言
に
基
づ
い
た
解

決
を
確
認
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声

明
）
。
1
3
年
に
は
安
倍
晋
三
首
相

が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
領
土
交
渉

干

千
島
歯
舞
諸
島
居
住
者
連
盟
の
松
本
備
三
理
事
長
＝
7
月
6
日
、

東
京
都
中
央
区

交
渉
を
困
難
に
し
て
い
る
の

が
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
だ
。
ロ
シ
ア
は
日
本
の
制
裁

に
反
発
し
、
平
和
条
約
締
堕
父
渉

を
一
方
的
に
中
断
。
岩
屋
毅
外
相

は
今
月
8
日
の
記
者
会
見
で
、
「
交

渉
の
見
通
し
に
つ
い
て
具
体
的
に

申
し
上
げ
ら
れ
る
状
況
に
は
な

い
」
と
述
べ
た
上
で
「
事
態
の
打

開
に
向
け
て
、
粘
り
強
く
や
り
と
、

り
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
説
明

した。返
還
を
待
ち
望
む
元
島
民
は
減

り
、
高
齢
化
が
進
む
。
／
痕
戦
時
、

四
島
に
は
約
1
万
7
0
0
0
人
が

暮
ら
し
て
い
た
が
、
千
島
歯
舞
諸

島
居
住
者
連
盟
（
千
島
連
盟
）
に

よ
る
と
元
島
民
は
今
年
6
月
末
時

点
で
4
9
0
7
人
に
ま
で
減
少
。

平
均
年
齢
は
8
9
・
6
歳
と
な
っ

た
。
歯
舞
群
島
出
身
の
角
鹿
泰
司

さ
ん
（
聾
は
「
元
島
民
は
自
分
た

ち
の
命
が
も
う
い
く
ぱ
く
も
な
い

と
分
か
っ
て
い
る
。
8
0
年
も
た
っ

て
い
る
の
に
、
一
歩
も
進
ん
で
い

な
い
の
は
苦
し
い
」
と
胸
の
内
を

明
か
し
た
。

の
再
開
で
合
意
し
、
1
8
年
の
会
談

で
歯
舞
、
色
丹
の
「
2
島
返
還
」

に
よ
る
決
着
に
か
じ
を
切
っ
た
と

み
ら
れ
た
。
ノ
だ
が
、
そ
の
後
も
解

決
に
は
近
づ
い
て
い
な
い
。

実
体
験
を
後
世
に
伝
え
る
「
語

り
部
」
活
動
の
継
続
も
課
題
だ
。

択
捉
島
出
身
で
千
島
連
盟
理
事
長

の
松
本
備
三
さ
ん
（
朗
）
は
「
世
の

中
の
関
心
は
確
実
に
薄
れ
て
い

る
。
元
島
民
の
記
憶
を
記
録
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

指
摘
。
連
盟
は
2
世
、
3
世
の
語

り
部
を
育
成
し
て
い
る
。

国
後
島
出
身
の
両
親
を
持
つ
鈴

木
日
出
男
さ
ん
（
乃
）
は
「
島
が
忘

れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
、
啓
発
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調
。

3
0
年
以
上
、
両
親
の
経
験
を
伝
え

継
い
で
い
る
。
角
鹿
さ
ん
は
「
命

あ
る
限
り
返
還
運
動
を
続
け
る
」

と
決
意
を
示
し
、
「
明
け
な
い

は
な
い
。
い
つ
か
必
ず
報
わ
．

る
」
と
希
望
を
語
っ
た
。


